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国際協力５０周年記念事業 

外務

１．概 要  

１０月６日の「国際協力の日」を中心とする前後３ヶ月間を 

「国際協力５０周年記念事業期間」と位置付け、広報活動を実施。 
  
                         

２．主な記念事業の実施実績  

① テレビコマーシャル・記念ＴＶ番組・新聞広告・ポスター・記念グッズ 

＊仲村トオル氏が出演するＴＶスポットＣＭを全国で延べ３１０回放送 

＊ＯＤＡまたは ODA５０周年を特集したＴＶ番組が NHK、民放、ＣＳあわせて約１２回放送 

＊全国紙での新聞広告を３回掲載（読売新聞２回、朝日新聞１回） 
＊パンフレット１万５千部、ポスターを５千枚、クリアファイル５万枚作成、イベント等で配布

 
② 新聞、広報誌・一般誌への記事掲載 

＊10 月 6 日前後に主要５誌すべてに国際協力５０周年の論説記事が合計１１回掲載 
＊政府広報誌・援助機関広報誌・一般誌等、１５誌以上に特集記事・寄稿等掲載 
＊読売 ON Line のバナー広告で、１ヶ月間、５０周年広報と民間モニターの報告を掲載

 

③ 各種シンポジウム、セミナー、国際協力イベント等                   

＊10 月 2、3 日：国際協力フェスティバル（日比谷公園）（２日間で４万５千人来場） 
＊10 月 3 日＊：小泉内閣「タウンミーティング IN 東京」町村外務大臣出席（約３００人

＊10 月 15 日：ＯＤＡタウンミーティングスペシャル・国際シンポジウム実施（約４００人

＊世銀や Woodrow Wilson Center などとの共同シンポジウムをワシントン、バングラディシ

＊記念事業期間中にＯＤＡタウンミーティングを５回実施（東京２回、神戸、大阪、富山） 
＊主に地方の大学・高校等で外務省経協局職員 14 人が 26 回講演、 

聴衆合計約 5500 人 
＊官民による国際協力５０周年記念事業として登録された事業件数合計２６４件 

３．評 価  

（１）テレビ、新聞、出版物など、様々なメディアで国際協力５０周年に関する情報

（２）新聞論説記事の多くが、ＯＤＡの５０年の実績を肯定的に評価するととも

の減少との関係で、更なる質の向上を求める論調だった。ＯＤＡに好意的な記事ば

ＯＤＡを真摯に論じるこれらの論説が各紙一斉に掲載されたことは評価できる。 

（３）多額の予算を要する大型広報事業に加えて、外務省員による「手作りの草の根

フェスティバル、ＯＤＡタウンミーティング、職員による講演活動等についても、

施し、事後アンケート等では概ね高い評価を得た。また、政府機関、民間団体による

件を越える登録があり、官民挙げての記念広報が実現できた。 

（４）対中ＯＤＡ批判が高まるなかでの本件記念事業・広報活動の実施は困難を

今回の記念広報活動がＯＤＡに対する国民一般の見方を好転させる一助になることを期
（資料６）
  
成１６年１２月１日 
省経済協力局政策課 
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